
体験学習は、社会貢献活動や自然とのふれあい、運動習慣のきっかけ作り、趣味を
見つけるなど、お金以外の“自分の支え”をみんなで一緒に考える活動！
これからの人生を豊かにする“自分が好きなこと”を探しにいきませんか？

体験学習実施レポート

：「宮城県更生保護女性連盟協力のもと、男の料理教室」

2025宮城県刑務所出所者等就労・定着ネットワーク事業

宮城県更生保護女性連盟の方々を講師にお招きし、

たくさんの連携機関協力のもと、「男の料理教室」を開催しました。

活動日時：11月8日(土) 10:00～13:30

会場：宮城野区中央市民センター3F 調理実習室

参加者：プログラム受講者 9名

講師陣：宮城県更生保護女性連盟 6名

連携機関：保護局更生保護振興課、仙台保護観察所

宮城県就労支援事業者機構、更生保護法人 宮城東華会、Switch 9名

運営団体
〒983-0852 宮城県仙台市宮城野区榴岡1-6-3 東口鳳月ビル602

☎：022-762-5851 FAX：022-762-5853

メールアドレス：info@retry-miyagi.org 担当：今野、本間



男の料理教室：活動の様子

更生保護女性連盟の皆さまに

手際良く準備してもらった食材たち

9:50～10:00 集合、受付け

10:00～11:30 グループで自己紹介、料理教室「工夫や知恵を習う」

11:30～12:30 料理教室「いただきます＆ごちそうさまでした」

12:30～12:50 料理教室「後片付けを終えるところまでが料理」

12:50～13:15 アンケート記入、感想共有、

連携機関の皆さまからたくさんのコメントを頂戴

13:15～13:30 料理教室終了、解散

調理台グループで

いよいよ調理開始！

完成した料理24名分が

所せましと並ぶ！

加えて、手作りデザートも提供いただきました！

感謝・感謝！ 参加者の皆さまと美味しく、楽しく

＆お腹いっぱいいただきました！



「男の料理教室」メニューとレシピ



1. 「男の料理教室」は、楽しかったか？ 番号に〇をつけてください。

①楽しかった(8/9) ②まあ楽しかった(1/9) ③どちらともいえない(0/9) ④あまり楽しくなかった(0/9) ⑤楽しくなかった(0/9)

2. 今日の料理教室の感想をご記入ください！

3. 講師へのメッセージや、その他の気づき、やってみたい別の体験学習など、自由にご記入ください！

ふりかえり：男の料理教室アンケート

 男の料理の名にふさわしい料理で、大変美味しかったです。

 普段料理をしないので、一人暮らしだから料理の勉強になってよかったです。

 みんなでの作業で、自然とやくわりぶんたんできてとても楽しかった。一体感を感じた。

 料理を作るのが趣味の一つでもあるので、久々に料理をできて楽しかったです。

 普段あまりやらない体験ができてかなり新鮮でした。料理の仕方なども覚えられてためになりました。

 私は一人暮らしですが、料理などした事がないので、今日の男の料理教室は大変ためになり楽しかったです。

 みんなで準備して、料理が出来たら軽くおしゃべりをして食べて、とても楽しい時間を過ごせました。

 ワイワイしながらの料理は楽しく、久しぶりに会話できた。自分の嫌いな食材があったが、食べる事ができた。物価高もあるので、コンビニや弁当だけでなく、自炊しよ
うと思った。

 男の料理とは？ 今日の料理教室を通して、自分の中の男の料理に対する認知が書き換えられた。楽しかったです。

 とてもやさしく教えてくださり、ありがとうございました。

 おいしい肉を提供していただき、ありがとうございました。デザートのドーナッツもおいしかったです。

 キュウリの浅漬けはカンタンに出来ておいしかったので、自宅でのレパートリーに入れようと思います。

 次回のウォーキングに参加したかったのですが仕事で参加できなかったので、とても残念に思いますし、また実施していただけたら是非とも参加したいです。

 講師の方々ができるだけ簡単に教えてくれて分かりやすかったです。

 やさしく料理方法を教えていただきありがとうございました。これからも自炊をして行きたいです。

 今度また料理教室がありましたら、参加したいと思います。

 講師の皆様には、この学習のために段取り等をして頂き、大変感謝しております。料理の楽しさを教えて頂きありがとうございました。また、料理をしたいです。

 このような会を開いていただけること自体ありがたいです。それ以外はありません。



総括コメント

男の料理教室を開催しました！

「みんなで準備して、料理ができたら軽くおしゃべりをして、食べて、とてもたのしい時間を過ごせました」

「みんなでの作業で、自然とやくわりぶんたんできて、とても楽しかった。一体感を感じた。」

少年院や刑務所を経験した方々と関わる中で気づいたことの一つに、彼らの多くが「一般的な子ども時代に経験するはずのこと」を経験
できなかった、いわゆる「経験格差」の存在があります。

習い事、スポーツ、キャンプや音楽、地域行事への参加。そんな当たり前のような体験が抜け落ちてしまっていることが少なくありません。
そしてその中のひとつに、「料理」という体験があります。

今回は、そんな彼らに向けて「男の料理教室」を開催。対象者と支援者、そして講師としてお招きした「更生保護女性会」の皆さまーーまさ
に「料理のプロフェッショナル」たち。

総勢20名以上が入り乱れての、にぎやかな食のイベントになりました。準備段階では女性会のお姉さま方の、てきぱきした段取りにやや
押され気味だった「男たち」も、いざ料理が始まると、生活の話、好きな食べ物、一人暮らしの楽しさや難しさ．．．

自然と笑いがこぼれ、あたたかい空気に包みこまれました。

（代表理事 FBより一部編集し引用）

料理が得意な人は腕を振るい、慣れない人も教わりながら自分の役割を果たそうとする。そこには、
女性会の皆さまに支えられながら、まるで小さな地域社会のような場が生まれてました。

最近、 「専門性」 とは何かをよく考えます。誰かが誰かを支援するとき、専門的な知識や技術は確
かに大切です。けれど、専門性だけで人を支援しようとすることには限界があります。

彼らに寄り添い、伴走するためには、地域のおじちゃん・おばちゃんのような、あたたかい 「一般性」
の中で関わることが欠かせません。

この専門性と一般性のあいだを行き来しながら、彼らの過去と未来に寄り添うこと。それこそが、
彼らが次の一歩を踏み出す本当の 「きっかけ」 になるのかもしれません。

今回のプログラムを支えてくださったすべての皆さまに、心から感謝いたします。本当にありがと
うございました。


